
 

議員提出第３号議案 

 

農林水産業に係る原油高騰緊急対策等に関する意見書 

 

国際石油市場への投機的資金の流入等による原油価格の高騰は、止まるところを知らず、農林

水産業の維持・継続に深刻な影響をもたらしている。   

 特に、水産業における漁業用燃油の値上がりは、平成１６年３月期から本年３月期で約２倍に

高騰し、本年３月期から６月期の３ヶ月の間に、さらに約２５％急騰している。漁業経営は、漁

業資源の減少と相まって、自助努力の限界を超えて経営破綻も懸念される状況にある。 

 また、果樹・花卉・野菜・特用林産物等の加温栽培にあっては、暖房用燃油の高騰や石油由来

の諸資材の高騰に伴う先行きの不透明から、今後の経営の継続も危ぶまれる状況にある。 

 さらに、原油価格高騰等による海上輸送運賃の値上がりやトウモロコシの国際的なバイオエタ

ノール需要の急増などの影響で、これら輸入穀物等を原料とする配合飼料価格が高騰しており、

畜産経営に深刻な影響を及ぼしているとともに、林業においても、伐採・搬出等に係る林業用機

械や木材乾燥用の燃料コスト上昇等は、林業・木材関連産業の経営に大きな影響を及ぼしている。 

 農林水産業は、国民への安全・安心な食料の安定供給等の重要な役割を担っているが、価格決

定力が非常に弱いため、コスト上昇を価格に転嫁できずに、原油高騰の影響を全面に受け、正に

存亡の危機に直面している。 

 ついては、下記事項の実行を強く要望する。 

１ 農林水産業用燃油高騰に対する補填措置を早急に講ずること。 

２ 水産業燃油高騰緊急対策事業における要件緩和等の弾力的な運用、 継続及び基金の積み増

し、また農業・林業の経営安定に係る交付金事 業の充実など、原油高騰対策に係る施策全

般を充実・強化すること。 

３ 安定的な生産活動に必要な燃油や資材の確保を図ること。 

４ 畜産経営の安定を図るための対策を充実・強化すること。 

５ 投機資金の国際原油市場への参入を規制する国際措置を講じること。 

６ 生産コストの上昇が価格に反映されるよう、流通業界や消費者等への理解醸成を図るととも

に、具体的な仕組みづくりを進めること。 

  

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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